








 

   

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
家
計
簿
の
ね
ら
い
の
第
一
は
、
多
様

な
意
味
で
環
境
を
守
る
た
め
で
あ
る
。
大
量
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
が
地
球
温
暖
化
を
進
め
て
い
る
こ
と
に

は
、
疑
い
の
余
地
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
自
分

と
家
族
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
そ
れ
に
伴
う
C
O
2

排
出
量
を
き
ち
ん
と
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
省

エ
ネ
の
動
機
に
な
り
改
善
へ
の
行
動
が
促
さ
れ
る
。 

　
環
境
問
題
は
温
暖
化
だ
け
で
は
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
資
源
の
枯
渇
、
大

気
・
土
壌
・
水
質
の
汚
染
、
生
態
系
の
破
壊
な
ど
持
続

可
能
性
に
関
わ
る
問
題
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
も
う
一
つ
の
ね
ら
い
は
、
家
計
を
通
じ
生
活
を
守

る
こ
と
に
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
よ
る
出
費
を

上
手
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
貯
蓄
や
他
の
目

的
へ
の
支
出
に
ま
わ
せ
る
。1
世
帯
平
均
と
し
て
の

光
熱
費
は
、
年
間
約
20
万
円
で
、
世
帯
の
消
費
支
出

の
5
・
6
％
に
過
ぎ
な
い
が
（
※
１
）、
今
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
上
昇
の
可
能
性
を
考
え
れ
ば
、
生
活
設
計

の
一
環
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
よ
る
環
境
負
荷
と
コ
ス
ト
は
、

次
に
述
べ
る
よ
う
に
必
ず
し
も
比
例
関
係
に
な
い
。

し
た
が
っ
て
、C
O
2
排
出
量
と
光
熱
費
と
い
う
両

方
の
視
点
で
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。 

　
さ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
家
計
簿
で
各
家
庭
の
C
O
2
排

出
量
が
算
定
さ
れ
た
と
し
て
、
そ
れ
が
多
い
の
か
少
な

い
の
か
判
断
す
べ
き
物
差
し
が
必
要
に
な
る
。
標
準
的

な
排
出
量
（
1
世
帯
な
い
し
1
人
当
た
り
）
の
標
準
的

な
数
値
が
分
か
れ
ば
、
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
こ
と
で
省

エ
ネ
へ
の
関
心
が
高
ま
り
削
減
努
力
が
促
さ
れ
よ
う
。 

　
1
ヶ
月
と
い
う
期
間
は
、
電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
検

針
と
料
金
支
払
い
の
区
切
り
に
な
っ
て
お
り
、
長
す

ぎ
ず
短
か
す
ぎ
ず
好
都
合
で
あ
る
。
検
針
日
は
必
ず

し
も
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
検
針
日
間
の
日
数
も
一

定
し
な
い
の
で
正
確
さ
に
欠
け
る
が
、
１
年
通
し
て

み
れ
ば
ほ
と
ん
ど
支
障
が
な
い
。 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
家
計
簿
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
特
化
し
、

簡
便
化
し
て
い
な
が
ら
日
常
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
る

C
O
2
の
大
部
分
を
カ
バ
ー
す
る
。
ま
た
、
計
量
可

能
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光
発
電
等
）
の

評
価
を
含
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
、
一
般
的
な
環
境
家

計
簿
と
は
異
な
る
。 

  

 
 

　
電
気
代
・
ガ
ス
代
は
1
ヶ
月
に
大
体
い
く
ら
、
と

答
え
ら
れ
て
も
、
消
費
量
が
何
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

（
kW
h
）
か
、
と
問
わ
れ
る
と
答
え
ら
れ
る
人
は
少
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
電
力
に
し
て
も
ガ
ス
に
し
て
も
色
々

な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
消
費
量
と
料
金
は
単
純

な
比
例
関
係
に
な
い
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金
を
も

っ
て
消
費
量
に
代
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

　
例
え
ば
、
利
用
時
間
帯
を
分
け
る
契
約
で
は
、1

kW
h
当
た
り
通
常
（
電
灯
Ａ
第
2
段
）
約
24
円
の
と

こ
ろ
が
、
深
夜
の
時
間
帯
に
は
約
8
円
と
な
る
。
家

庭
用
の
都
市
ガ
ス
も
、
メ
ニ
ュ
ー
と
使
用
量
に
よ
っ

て
1
 m3
当
た
り
約
1
7
0
円
か
ら
約
90
円
の
差
が
生

じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
環
境
へ
の
影
響
を
知
る
に
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
に
応
じ
て
kW
h
や
 m3
な
ど
の
単
位

で
記
録
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

　
電
気
・
都
市
ガ
ス
・

Ｌ
Ｐ
Ｇ
・
灯
油
な
ど
販

売
・
計
量
の
単
位
が
異

な
る
た
め
、
合
計
す
る

に
は
統
一
の
単
位
に

換
算
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
一
つ
が

kW
h
や
Mj
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
（
熱
量
）
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
ほ
ぼ
固
有
の
単
位
熱

量
を
持
っ
て
い
る
の
で
換
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

主
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
計
量
単
位
あ
た
り
の
熱
量
を

表
1
に
示
す
。
一
般
に
用
い
ら
れ
る
熱
量
単
位
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
種
別
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
相
互
の

換
算
表
を
表
2
に
示
す
。 

　
同
じ
熱
量
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
よ
っ
て
C
O
2

排
出
量
に
代
表
さ
れ
る
環
境
へ
の
負
荷
は
異
な
る
の

で
、
環
境
家
計
簿
と
同
様
に
最
終
的
に
は
C
O
2
に

換
算
す
る
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。 

　
次
に
、
世
帯
ご
と
に
計
算
さ
れ
た
数
値
が
大
き
い

の
か
小
さ
い
の
か
を
知
る
た
め
に
は
、
標
準
的
な
消

費
量
・
排
出
量
が
分
か
る
物
差
し
が
必
要
だ
。
地
域

や
家
族
数
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
傾
向
は
違

う
の
で
、
標
準
的
な
消
費
量
（
C
O
2
排
出
量
）
を
確

認
し
て
お
こ
う
。 

　
ま
ず
、
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
よ
る
地
域
別

C
O
2
排
出
の
傾
向
を
見
る
（
※
２
）
。
北
海
道
は
暖
房

熱
量
が
大
き
い
た
め
、1
世
帯
・
1
年
当
た
り
約
６

２
０
０
kg
。
関
東
と
近

畿
の
違
い
は
少
な
く
、
と

も
に
3
6
0
0
kg
台
で

あ
る
。 

　
自
家
用
車
か
ら
の

C
O
2
排
出
は
別
な
意
味

で
地
域
差
が
大
き
い
。
手

元
に
あ
る
都
市
別
の
統

計
（
※
３
）
に
よ
れ
ば
、
東

京
や
大
阪
の
よ
う
に
高

密
で
公
共
交
通
機
関
の

整
備
さ
れ
た
大
都
市
で

は
1
人
当
た
り
1
0
0
kg

台
の
前
半
で
、
人
口
密
度

の
低
い
山
口
市
の
よ
う

に
6
0
0
kg
超
と
い
う

と
こ
ろ
も
あ
る
。
平
均
的

水
準
と
し
て
は
、
中
央
値

で
3
0
0
kg
（
9
0
0
kg

／
世
帯
）
程
度
と
見
ら
れ

る
。
関
東
・
近
畿
を
念
頭

に
、
家
庭
用
と
自
家
用
車

用
を
合
わ
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
起
因
す
る
標
準

的
C
O
2
排
出
量
は
、
世
帯
当
た
り
概
ね
4
5
0
0

kg
と
見
な
せ
る
。 

　
次
に
世
帯
規
模
に
よ
る
違
い
を
考
え
る
。（
有
）
ひ

の
で
や
エ
コ
ラ
イ
フ
研
究
所
Ｈ
Ｐ
に
よ
れ
ば
、
世
帯

規
模
（
家
族
人
数
）
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
表

３
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。 

　
こ
の
中
か
ら
電
気
、
都
市
ガ
ス
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ

ン
の
消
費
に
よ
る
1
年
間
の
C
O
2
排
出
量
を
算
出

す
る
と
、
次
の
と
お
り
に
な
る
（
電
力
の
排
出
係
数

は
0
・
3
6
kg
―
C
O
2
／
kW
h
、
カ
ッ
コ
内
は
1

人
当
た
り
の
値
）。 

●
1
人
世
帯
2
8
5
5
kg
―
C
O
2
、 

●
2
人
世
帯
4
0
7
3（
2
0
3
6
）kg
―
C
O
2
、 

●
3
人
世
帯
4
8
7
2（
1
6
2
4
）kg
―
C
O
2
、 

●
4
人
世
帯
5
1
2
1（
1
2
8
0
）kg
―
C
O
2
、 

●
5
人
世
帯
6
2
7
1（
1
2
5
4
）kg
―
C
O
2
、 

●
6
人
以
上
世
帯
7
5
5
9
kg
―
C
O
2
。 

　
傾
向
と
し
て
世
帯
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
1
人
当
た

り
の
C
O
2
排
出
量
が
大
き
く
、1
人
世
帯
は
4
人

世
帯
の
2
倍
以
上
で
あ
る
。
世
帯
の
小
規
模
化
が

C
O
2
排
出
量
増
加
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。 

    

　
筆
者
は
今
の
住
宅
に
住
み
始
め
て
間
も
な
い

2
0
0
0
年
1
月
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
発

電
量
等
の
デ
ー
タ
を
取
り
続
け
て
い
る
。
記
録
の

対
象
は
、
電
力
（
発
電
量
、
売
電
量
、
買
電
量
、
使

用
量
）、
都
市
ガ
ス
、
水
道
、
灯
油
、

薪
、
で
あ
る
。
自
家
用
車
は
所
有

し
て
い
な
い
の
で
ガ
ソ
リ
ン
等

の
記
録
は
な
い
。 

　
記
録
の
方
法
と
し
て
は
、
月
末

日
ま
た
は
翌
朝
に
自
分
で
メ
ー

タ
を
読
み
取
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

電
力
・
ガ
ス
の
伝
票
と
異
な
り
、

正
確
に
1
ヶ
月
間
の
消
費
量
を

記
録
す
る
こ
と
で
、
毎
月
の
客
観

的
な
評
価
が
可
能
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
に

も
小
さ
な
弱
点
が
あ
り
、
そ
れ
は
月
度
単
位
の
環
境

評
価
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
に
よ
る
検
針
・
請
求
ベ

ー
ス
の
経
済
評
価
の
根
拠
に
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と

で
あ
る
。 

　
両
者
の
根
拠
を
一
致
さ
せ
る
に
は
、1
ヶ
月
を
検

針
日
か
ら
検
針
日
と
割
り
切
る
し
か
な
い
。
そ
の

方
が
、
手
間
が
省
け
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

太
陽
光
に
よ
る
発
電
量
は
電
力
会
社
の
検
針
対
象

で
は
な
い
し
、
検
針
日
は
必
ず
し
も
一
定
し
な
い
。 

　
太
陽
光
発
電
を
評
価
に
含
め
る
場
合
は
、
や
は

り
一
定
の
期
日
（
月
末
日
や
月
初
め
）
に
自
分
で
メ

ー
タ
を
見
て
記
録
す
る
し
か
な
い
。
電
力
会
社
・
ガ

ス
会
社
の
伝
票
（
請
求
書
兼
領
収
証
）
は
、
も
っ
ぱ

ら
光
熱
費
の
記
録
に
利
用
し
て
お
り
、1
ヶ
月
単
位

で
見
る
と
両
者
の
消
費
量
は
一
致
し
な
い
。 

 

■
月
・
年
度
単
位
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
記
録 

　
次
ペ
ー
ジ
表
4
は
、1
年
分
の
記
録
の
例
で
あ
る
。

家
族
数
は
年
度
の
変
わ
り
目
で
変
化
し
た
の
で
、
年

度
単
位
の
方
が
好
都
合
で
あ
る
。
こ
れ
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
家
計
簿
の
原
型
で
あ
る
。
年
度
途

中
に
電
力
・
ガ
ス
の
計
量
メ
ー
タ
が

そ
れ
ぞ
れ
交
換
さ
れ
た
た
め
、
月
末

の
計
量
値
に
は
不
連
続
な
箇
所
が

あ
る
。 

　
表
4
の
下
段
右
端
、
月
平
均
の
値

で
見
る
と
、
発
電
量
2
2
6
kW
h
に

対
し
消
費
量
は
1
4
6
kW
h
で
、
自

給
率
は
1
5
5
％
に
達
す
る
。
都
市

ガ
ス
の
消
費
は
約
20 
 m3
で
、
広
い
一

戸
建
て
住
宅
と
し
て
は
少
な
目
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
記
録
を
毎
年
続
け
て
い
る
と
、
消
費
傾
向
が
把
握

で
き
る
。
次
の
表
5
は
、2
0
0
0
年
〜
08
年
度
の

平
均
値
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

■
C
O
2

排
出
の
評
価 

　
表
５
か
ら
、C
O
2
排
出
量
を
算
出
し
て
み
よ
う
。

都
市
ガ
ス
、
灯
油
な
ど
の
C
O
2
排
出
係
数
は
表
1

に
掲
げ
た
と
お
り
だ
が
、
電
気
に
よ
る
C
O
2
排
出

係
数
は
単
純
で
は
な
い
。
電
力
会
社
に
よ
り
電
源
の

比
率
が
異
な
り
、
そ
れ
も
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。

こ
こ
で
は
０
・
3
6
kg
―
C
O
2
／
kW
h（
全
電
源
平

均
）
及
び
０
・
6
9
kg
―
C
O
2
／
kW
h（
火
力
電
源

平
均
）（
※
４
）
と
い
う
係
数
を
用
い
る
。 

　
普
通
の
電
力
消
費
で
あ
れ
ば
、
消
費
量
に
前
者
を

掛
け
れ
ば
答
え
が
出
る
が
、
太
陽
光
発
電
で
逆
潮
流

（
配
電
網
へ
送
り
返
す
電
気
の
流
れ
）
に
よ
っ
て
、
ど

の
種
類
の
発
電
所
で
発
電
が
抑
え
ら
れ
た
か
と
い
う

判
断
に
よ
っ
て
削
減
効
果
の
評
価
が
異
な
る
。
や
や

専
門
的
に
な
る
が
、
需
要
側
で
の
省
エ
ネ
や
発
電
に

よ
る
需
要
量
変
化
へ
の
対
応
は
、
常
に
火
力
発
電
が

受
け
持
っ
て
い
る
か
ら
、
逆
潮
流
に
よ
る
発
電
抑
制

は
火
力
発
電
所
の
出
力
を
抑
え
た
、
と
見
な
す
の
が

素
直
な
考
え
だ
。
こ
の
負
荷
変
動
に
対
応
す
る
電
源

を
「
マ
ー
ジ
ナ
ル
電
源
」
と
い
う
。 

　
し
か
し
、
世
の
中
に
は
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
３
種
類
の
前
提
に
基
づ
き
計
算
し
た
。

①
す
べ
て
の
電
力
を
全
電
源
平
均
（
０
・
3
6
kg
―

C
O
2
／
kW
h
）、
②
す
べ
て
の
電
力

を
火
力
電
源
平
均
（
０
・
6
9
kg
―

C
O
2
／
kW
h
）、
そ
し
て
、
③
買
う

電
力
は
全
電
源
の
係
数
、
売
る
電
力

は
火
力
の
係
数
で
マ
イ
ナ
ス
、
と
そ

れ
ぞ
れ
考
え
る
。
太
陽
光
で
発
電
し
て
自
ら
使
う
自

家
消
費
分
は
、
本
来
火
力
発
電
の
抑
制
分
と
し
て
扱

っ
て
も
よ
い
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
単
純
に
C
O
2

排
出
ゼ
ロ
と
す
る
。 

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
・
売
買
ご
と

に
係
数
を
掛
け
、
年
度
ご
と
の
C
O
2
排
出
量
の
推

移
を
表
し
た
も
の
が
図
2
で
あ
る
。
な
お
、
薪
の
燃

焼
も
C
O
2
を
排
出
す
る
が
、
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物

起
源
の
燃
料
）
か
ら
の
C
O
2
は
温
室
効
果
ガ
ス
と

見
な
さ
れ
な
い
の
で
、
薪
の
輸
送
に
要
し
た
燃
料
の

み
を
算
入
す
る
。
ま
た
、
私
は
自
家
用
車
を
持
っ
て

い
な
い
の
で
、
車
に
関
す
る
C
O
2
排
出
は
算
入
し

な
い
。 

　
ま
た
、
火
力
電
源
平
均
を
用
い
た
ケ
ー
ス
に
お
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
の
C
O
2
排
出
・
抑
制
の
寄
与

量
の
推
移
を
図
3
に
示
す
。 

　
比
較
対
象
に
取
り
上
げ
た
「
標
準
」
は
、
近
畿
に

お
け
る
1
世
帯
当
た
り
C
O
2
排
出
量
の
平
均
で
、

自
家
用
車
か
ら
の
排
出
量
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
こ

の
値
は
単
身
世
帯
を
除
い
た
統
計
（
※
１
）
に
基
づ
き
、

家
族
数
は
3
人
程
度
と
見
ら
れ
る
。 

　
こ
れ
に
比
較
し
て
、
①
の
方
法
に
よ
れ
ば
、

2
0
0
0
年
度
（
3
人
居
住
）
に
1
1
0
0
〜

1
2
0
0
kg
―
C
O
2
で
あ
っ
た
も
の
が
、2
0
0
8

年
度
（
2
人
居
住
）
に
は
約
3
5
0
kg
（
平
均
の
1

／
10
）
に
減
少
し
た
。
同
じ
く
、
②
の
方
法
で
は
、

9
0
0
〜
1
0
0
0
kg
―
C
O
2
が
約
30 
kg
（
平
均

の
1
／
1
0
0
）
に
ま
で
減
少
。
③
の
方
法
で
は
、

排
出
量
が
マ
イ
ナ
ス
約
3
4
0
kg
―
C
O
2
と
な

っ
た
。
③
の
現
象
は
排
出
量
よ
り
排
出
抑
制
量
の
方

が
大
き
い
た
め
に
生
じ
た
結
果
で
、
火
力
発
電
に
よ

る
C
O
2
排
出
の
重
大
さ
が
実
感
さ
れ
る
。 

　
最
も
控
え
目
な
全
電
源
平
均
に
よ
る
算
出
で
も
、

2
0
0
4
年
〜
08
年
度
の
平
均
は
5
3
4
kg
―

C
O
2
だ
か
ら
、
世
帯
当
た
り
で
は
標
準
の
1
／
7
、

1
人
当
た
り
に
換
算
し
て
も
1
／
5
程
度
の
水
準
だ
。 

　
建
築
的
な
改
善
、
設
備
の
効
率
化
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
、
節
約
型
の
暮
ら
し
方
な
ど
を
総
動
員

す
れ
ば
、
住
ま
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
よ
る

C
O
2
排
出
を
80
％
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
、
評
価

方
法
に
よ
っ
て
は
差
し
引
き
ゼ
ロ
＝carbon 

neutral

も
不
可
能
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

■
光
熱
費
の
評
価 

　
一
方
、
光
熱
費
と
し
て
1
年
間
の
記
録
は
、
表
6
の

形
で
整
理
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
電
力
料
金
は
購
入
に

当
た
る
買
電
量
と
電
力
会
社
に
売
る
売
電
量
に
対
応

す
る
も
の
だ
け
で
、
実
質
の
消
費
量
は
表
に
出
な
い
。 

　
こ
の
年
を
例
に
概
観
す
る
と
、
月
平
均
の
電
気
代

は
、
買
電
量
が
売
電
料
を
大
幅
に
下
回
る
の
で
、
差

し
引
き
の
純
電
気
代
は
2
4
0
0
円
弱
の
収
入
と

な
っ
て
い
る
。
都
市
ガ
ス
代
金
約
4
0
0
0
円
と
月

割
り
に
し
た
灯
油
代
金
約
4
0
0
円
を
合
算
す
る
と
、

光
熱
費
合
計
は
1
ヶ
月
約
2
0
0
0
円
で
あ
っ
た
。 

　
光
熱
費
に
つ
い
て
も
、
毎
年
の
記
録
が
た
ま
る
と
傾

向
が
読
み
取
れ
る
。
家
族
数
の
変
化
を
重
ね
合
わ
せ
る

と
よ
り
客
観
的
な
評
価
が
可
能
と
な
る
。2
0
0
0
年

〜
08
年
度
の
光
熱
費
の
推
移
を
図
4
に
示
す
。 

　
記
録
が
長
期
に
わ
た
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
変

動
も
あ
る
が
、
わ
が
家
の
月
額
光
熱
費
は
、
家
族
数

が
3
人
の
時
が
約
4
0
0
0
円
、2
人
の
時
が
約

1
9
0
0
円
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
平
均
的
水
準
よ

り
大
幅
に
安
く
な
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
建
築
の
性

能
、
設
備
の
効
率
化
、
節
約
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等

が
あ
る
が
、
最
も
貢
献
し
て
い
る
要
因
に
太
陽
光
発

電
に
よ
る
売
電
収
入
が
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。 

　
以
上
よ
う
に
、
我
々
が
生
活
を
続
け
る
際
の
環
境

負
荷
を
C
O
2
排
出
量
で
代
表
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
等
に
よ
る
コ
ス
ト
を
光
熱
費
で
表
し
て
み
よ
う
。

こ
の
二
本
立
て
の
評
価
が
で
き
れ
ば
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

家
計
簿
」
の
形
が
整
う
。 

    

　
さ
て
、
こ
れ
ら
を
ど
う
役
立
て
る
の
か
。
光
熱
費

は
生
活
を
守
る
こ
と
に
直
結
す
る
し
、
請
求
額
や
銀

行
引
き
落
と
し
の
額
で
は
っ
き
り
見
え
る
の
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
家
計
簿
を
つ
け
な
く
て
も
認
識
で
き
る
。

そ
れ
を
経
年
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
対
応
策
を
考
え

る
こ
と
に
な
る
。
節
約
・
省
エ
ネ
化
の
基
礎
資
料
と

し
て
継
続
的
に
記
録
す
る
こ
と
が
何
よ
り
の
動
機
つ

け
で
あ
る
。 

　
特
に
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
売
電
収
入
は
節
電
意

識
を
い
っ
そ
う
高
め
る
。
受
け
身
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
者
か
ら
電
気
の
生
産
者
（
小
さ
な
発
電
所
長
）

に
な
る
こ
と
で
、
売
れ
る
商
品
を
無
駄
に
使
っ
て
し

ま
っ
て
は
も
っ
た
い
な
い
、
と
い
う
感
覚
が
強
ま
る
。 

　
2
0
1
0
年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
余
剰
電
力

の
固
定
価
格
買
取
制
度
で
は
1
kW
h
当
た
り
約
50
円

の
単
価
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
よ
り
積

極
的
に
収
入
増
を
目
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
経
済
的

な
メ
リ
ッ
ト
は
、
環
境
意
識
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら

ず
強
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
。 

　
一
方
、
環
境
へ
の
負
荷
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消

費
量
に
つ
い
て
は
、
数
値
を
記
録
し
目
に
見
え
る
形

に
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
よ
り
必
要
で
あ
る
。C
O
2

排
出
量
に
換
算
す
る
こ
と
で
地
球
温
暖
化
に
代
表
さ

れ
る
環
境
問
題
へ
の
意
識
が
啓
発
さ
れ
る
。
標
準
的

な
排
出
量
と
比
較
し
て
、
自
宅
か
ら
の
排
出
量
が
多

け
れ
ば
そ
れ
な
り
の
対
応
を
す
べ
き
だ
し
、
仮
に
標

準
的
で
あ
っ
て
も
、
中
・
長
期
的
に
は
半
減
な
い
し

1
／
10
へ
の
削
減
も
視
野
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
だ
か
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
出
発
点
と
し
て
も

位
置
づ
け
ら
れ
る
。 

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
家
計
簿
は
毎
月
の

記
録
を
継
続
し
、
自
分
の
暮
ら
し
方
や
家
の
状
態
を

考
え
な
が
ら
傾
向
を
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
だ
標
準
様
式
と
い
う
も
の
は
な
い
の
で
、
自
分
な

り
の
表
と
表
現
方
法
で
実
践
す
れ
ば
よ
い
。 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
家
計
簿
を
つ
け
れ
ば
自
動
的
に
「
家

計
と
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
」
が
で
き
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
現
況
の
把
握
と
視
覚
化
が
、
自
ら

の
環
境
意
識
を
高
め
具
体
的
な
行
動
に
発
展
し
な
け

れ
ば
効
果
が
少
な
い
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
家
計

簿
を
つ
け
続
け
る
こ
と
は
、
既
に
第
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
数
値
で
示
さ
れ
る
状
況
の

客
観
的
把
握
に
よ
っ
て
、
様
々
な
省
エ
ネ
行
動
や
建

築
・
設
備
の
性
能
改
善
が
促
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。 

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
資
源
の
大
量
消
費
・
大
量

廃
棄
を
脱
し
持
続
可
能
な
環
境
・
経
済
・
社
会
を
目

指
す
し
か
選
択
の
余
地
は
な
い
。
生
活
を
守
る
に
は

家
計
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、

長
期
的
に
は
環
境
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
、
生
活
基
盤

が
劣
化
し
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
前
提
条
件
が
失
わ
れ

る
。
そ
の
意
味
で
生
活
設
計
も
環
境
保
全
も
同
じ
方

向
の
道
を
進
ん
で
い
る
。 

　
単
な
る
節
約
に
留
ま
ら
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
、
自
然
環
境
や

未
来
世
代
と
共
生
す
る
意
識
な
ど
が
、
個
人
の
生
活

だ
け
で
な
く
社
会
を
変
え
る
力
と
な
る
。 

　
社
会
の
方
向
性
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
官
庁
や

企
業
の
幹
部
も
、
家
に
帰
れ
ば
一
生
活
者
で
あ
る
。

自
分
の
生
活
・
自
宅
が
環
境
へ
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
い
る
か
を
考
え
認
識
を
深
め
る
こ
と
で
、
政

策
や
経
営
方
針
に
も
環
境
へ
の
配
慮
が
反
映
す
る
は

ず
で
あ
る
。
住
宅
・
生
活
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
は
全
体
の
十
数
％
に
過
ぎ
な
い
が
、
生
活
者
と
し

て
の
環
境
対
応
が
よ
り
大
き
な
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ

し
う
る
こ
と
が
筆
者
の
期
待
で
あ
る
。 

　
現
代
社
会
の
都
合
だ
け
で
な
く
、
未
来
世
代
の
生

存
基
盤
も
守
る
持
続
可
能
な
社
会
へ
向
け
て
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
家
計
簿
」
が
普
及
し
、
じ
わ
じ
わ
と
効
用

を
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。 

（
大
阪
ガ
ス
（
株
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

研
究
主
幹
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※
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研
究
所 
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成
シ
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委
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と
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（
2
0
0
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年
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表5 わが家の年度別エネルギー収支の推移 

表6 2008年度、検針等によるエネルギー量と光熱費一覧 

  

2008年 4月 

2008年 5月 

2008年 6月 

2008年 7月 

2008年 8月 

2008年 9月 

2008年 10月 

2008年 11月 

2008年 12月 

2009年 1月 

2009年 2月 

2009年 3月 

月    平    均 

合            計 

 109 

      81 

      63 

      75 

     106 

      93 

     105 

      84 

      84 

     149 

      98 

      84 

      94 

   1,131 

 

2,035 

  1,508 

  1,169 

  1,415 

  2,007 

  1,755 

  1,982 

  1,582 

  1,582 

  3,092 

  1,929 

  1,651 

  1,809 

 21,707 

 

170 

    259 

    182 

    160 

    259 

    157 

    176 

    124 

    147 

    124 

    151 

    144 

    171 

  2,053 

 

-4,085 

 -6,223 

 -4,373 

 -3,888 

 -6,293 

 -3,806 

 -4,260 

 -3,002 

 -3,558 

 -3,103 

 -3,779 

 -3,604 

 -4,165 

-49,974 

 

-2,050 

 -4,715 

 -3,204 

 -2,473 

 -4,286 

 -2,051 

 -2,278 

 -1,420 

 -1,976 

    -11 

 -1,850 

 -1,953 

 -2,356 

-28,267 

 

55 

      9 

      6 

      6 

      5 

      5 

     11 

      8 

     22 

     67 

     37 

     38 

     22 

    269 

 

6,794 

  2,133 

  1,659 

  1,686 

  1,523 

  1,523 

  2,542 

  2,038 

  4,304 

 10,309 

  6,690 

  6,838 

  4,003 

 48,039 

 

  0 

      0 

      0 

      0 

      0 

      0 

      0 

     90 

    990 

  1,710 

    994 

    852 

    386 

  4,636 

 

4,744 

 -2,582 

 -1,545 

   -787 

 -2,763 

   -528 

    264 

    708 

  3,318 

 12,008 

  5,834 

  5,737 

  2,034 

 24,408 

 

買電量 
（kWh） 

電灯料金 
（円） 
 

売電量 
（kWh） 

 

売電 
（マイナス円） 

 

売買差額 
（円） 
 

ガス消費量 
（m3） 
 

ガス料金 
（円） 
 

灯油 
（円） 
 

光熱費 
合計 

表3 家族人数別の1ヶ月平均エネルギー等消費量全国標準値（2004年） 
 

 

（都市ガスとLPガスは併用ではなく、いずれかを利用している） 

表2 熱量単位換算表（行が同じ熱量） 

kWh 
（キロワットアワー） 

1.000 
0.278（=1/3.6） 
1.163 
 

Mj 
（メガジュール） 

3.600 
1.000 
4.189

Mcal 
（メガカロリー） 

0.860 
0.239 
1.000

図2 評価手法別CO2排出量の推移 

年度別CO2排出量の推移 
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図3 エネルギー・売買電別CO2排出・抑制の推移 
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図4 わが家の光熱費の推移（2000年～08年度） 

年度別光熱費比較 
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　「
環
境
家
計
簿
」
な
る
も
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
家
庭
で
消
費

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
、
日
常
生
活
で
排
出
す
る
ゴ
ミ
の
量
な
ど
を

1
ヶ
月
単
位
で
記
録
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
も
の
の
浪
費
防
止
に

役
立
て
る
書
類
ま
た
は
電
子
フ
ァ
イ
ル
だ
。
消
費
量
を
C
O
2
排
出

量
に
換
算
す
る
と
、
自
分
の
家
庭
が
ど
の
く
ら
い
環
境
へ
負
荷
を
か

け
て
い
る
か
を
推
定
で
き
る
。 

　
環
境
家
計
簿
と
い
う
呼
び
名
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
金
銭
の
収
支

を
記
録
し
家
計
を
管
理
す
る
「
家
計
簿
」
の
考
え
を
「
環
境
を
守
る
」

と
い
う
目
的
に
拡
大
し
使
わ
れ
は
じ
め
た
。
こ
こ
で
述
べ
る
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
家
計
簿
」
は
筆
者
の
勝
手
な
命
名
で
、
ま
だ
市
民
権
を
得
て

い
な
い
。
そ
の
内
容
は
、
環
境
家
計
簿
の
中
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
要

素
を
取
り
出
し
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
獲
得
を
評
価
に
含
め
た
も
の
、

と
解
釈
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
ゴ
ミ
の
記
録
を
含
め
な
い
の
は
、
そ
の
重
さ
が
環
境
負
荷
を
的
確

に
は
反
映
し
な
い
か
ら
で
、
ま
た
経
験
的
に
は
ゴ
ミ
の
計
量
が
あ
ま

り
楽
し
い
作
業
で
な
い
か
ら
だ
。
ま
た
水
道
の
利
用
を
含
め
て
い
な

い
の
は
、
水
の
消
費
が
電
気
・
ガ
ス
の
消
費
に
比
べ
C
O
2
排
出
量

で
見
た
環
境
へ
の
影
響
が
比
較
的
小
さ
い
か
ら
で
あ
る
。 

　
自
家
用
車
の
燃
料
は
「
家
庭
部
門
」
の
定
義
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、

日
常
生
活
に
お
い
て
大
き
な
比
率
を
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
だ

か
ら
、
環
境
家
計
簿
と
同
じ
く
こ
れ
に
含
め
る
。 

　
一
方
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
自
前
で
獲
得
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
は
、
環
境
負
荷
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
減
ら
す
、
な
い
し

そ
れ
を
打
ち
消
す
（
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
）
意
味
が
あ
り
、
そ
の
効
果

が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
た
め
の
工
夫
が
必
要
だ
。 

　
環
境
へ
の
悪
影
響
を
減
ら
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
家
計
を
助
け
生

活
を
上
手
に
設
計
す
る
た
め
に
も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
家
計
簿
」
が
有
効

で
あ
る
と
信
じ
て
、
そ
の
実
際
を
述
べ
て
み
た
い
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
家
計
簿
の
ね
ら
い
と
実
際 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
と
光
熱
費 

記
録
と
評
価
、わ
が
家
で
の
実
践
例 

エ
ネ
ル
ギ
ー
家
計
簿
の
活
か
し
方 

図1 売電用（左）・買電用電力計 
（それぞれ別個に決済される） 

立
教
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
准
教
授
、
コ
オ
プ
教
育
・
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
。
1
9
5
8
年
生
ま
れ
。
三
菱
銀
行
（
当
時
）
の

一
般
職
か
ら
専
業
主
婦
を
経
て
、
９１
年
に
埼
玉
県
庁
に
職
業
訓
練
指
導
員
と
し
て
入

庁
。「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
を
学
ん
だ
後
、
０５
年
3
月
に
県
庁
を
退
職
し
、
同

年
5
月
か
ら
立
教
大
学
で
社
会
と
大
学
を
結
び
つ
け
る
「
コ
オ
プ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
に
就
任
し
現
職
。
主
な
著
書
は
、『
働
く
意
味
』（
幻
冬
舎
新
書
）、『
働
く
女
の
転

機
予
報
』（
幻
冬
舎
）、『
就
職
迷
子
の
若
者
た
ち
』（
集
英
社
新
書
）
な
ど
。 
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著
書
の
タ
イ
ト
ル
と
中
身
が
こ
ん
な
に
も
心
地
よ
く
一
緒
で
あ
り
、
一
文
一
文
に

膝
を
打
ち
た
く
な
る
本
に
出
会
え
た
こ
と
が
、
私
に
は
「
ラ
ッ
キ
ー
」
だ
と
感
じ
ら
れ

た
一
冊
で
あ
っ
た
。 

　
著
者
は
、
自
分
自
身
の
体
験
と
理
論
と
の
重
ね
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ラ
ッ
キ
ー
を
起

こ
す
、
起
こ
す
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
「
見
え
る
こ
と
の
難
し
い
精
神
的
な
自
律
」
を

丁
寧
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
共
に
語
っ
て
く
れ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
こ
の
本
に
共
感
で
き
る
重
要
な
こ
と
は
、
綺
麗
ご
と
だ
け
で
な
く
、
著
者
の

実
父
の
失
敗
や
、
著
者
自
身
の
挫
折
も
正
直
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

　
敢
え
て
、
経
歴
や
学
歴
で
は
輝
か
し
い
著
者
が
、
赤
裸
々
に
出
自
を
書
く
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
、
一
番
の
自
律
の
証
で
あ
る
と
私
は
感
じ
た
。 

　
彼
は
言
う
、 

「
誰
か
が
決
め
た
基
準
に
自
分
自
身
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
を
『
相
対
的
キ
ャ
リ
ア
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
私
が
必
要
だ
と
思
う
の
が
『
絶
対
的
キ
ャ
リ
ア
』
で
す
。
自
分
が
何
を
し
た
い
か
、
自
分
な
ら
ど
う

判
断
す
る
か
と
い
う
基
準
を
明
確
に
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
。
キ
ャ
リ
ア
も
評
価
も
自
分
で
作
り
出
そ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

『
自
立
』
で
は
な
く
『
自
律
』
で
す
。『
自
立
』
は
自
分
の
力
で
生
活
す
る
、
一
人
前
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
ね
。『
自
律
』
は
自
分
で
選
ん
だ
こ
と
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
。
自
分
で
選
ん
で
い
る
と
い
う

意
識
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
生
ま
れ
ま
す
」 

　
そ
し
て
、
こ
の
本
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
著
者
の
96
歳
に
な
る
祖
母
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
　
51
歳
で
運
転
免
許
を
取

り
、
現
在
も
一
人
で
旅
行
に
行
け
る
！ 

行
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
。
好
奇
心
に
蓋
を
し
な
い
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

生
き
方
を
し
て
い
る
女
性
を
著
者
は
「
我
が
祖
母
な
が
ら
憧
れ
る
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。 

　
是
非
、
ご
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。 
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生計に対する不安 図1
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世
の
中
に
は
、
生
活
設
計
の
必
要
性
も
感
じ
ず
、
日
々

暮
ら
し
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
よ
ほ
ど
の

大
金
持
ち
で
な
い
限
り
、
お
金
の
や
り
く
り
は
、
誰
に

で
も
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
生
活
設
計
と
は
何

を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
見
直
し
の
必
要
性

も
説
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
。 

　
議
論
の
土
俵
を
共
有
化
す
る
た
め
に
、少
し
言
葉

に
こ
だ
わ
っ
て
み
た
い
。
辞
書
的
な
理
解
で
言
え
ば
、

生
活
と
は
今
回
の
文
脈
で
は
“
生
計
”
を
意
味
し
、

設
計
は
“
計
画
を
立
て
る
こ
と
”
と
な
る
。
計
画
は

物
事
を
行
う
と
き
に
、
方
法
、
手
順
な
ど
を
考
え
企

て
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
設
計
と
な
る
と
、
何

ら
か
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
と
い
う
意
味
合
い

が
強
く
出
て
く
る
。 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
生
活
設
計
と
は
“
そ

の
人
な
り
の
目
標
を
立
て
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め 

　
生
活
の
悪
化
を
懸
念
し
て
い
る
人
が
多
い
（
図
１
）。
こ
れ
は
Ｃ
Ｅ
Ｌ
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
課
題
の
認
識
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
生
活
を
取
り
巻
く

現
状
を
ど
う
認
識
し
、
ど
う
対
処
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

　
今
回
、
よ
り
具
体
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
「
生
活
設
計
」
を
選
択
し
た
。
こ
れ
は
、
生
活
を
家
計
、
あ

る
い
は
お
金
、
と
い
う
切
り
口
で
捉
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
、
生
活
設
計
に
、「
自
立

と
共
生
」
と
い
う
視
点
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｅ
Ｌ
が
以
前
か
ら
注
目
し
て
き
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で

も
あ
る
。 

　
図
ら
ず
も
、
自
立
と
共
生
は
、
昨
今
の
政
治
シ
ー
ン
に
お
い
て
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
言
葉
に
な
っ
た
が
、

季
刊
誌
「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
」
の
特
集
、
お
よ
び
拙
稿
は
、
当
然
、
そ
れ
と
は
独
立
に
論
じ
て
い
く
。 

　
拙
稿
で
は
、「
自
立
と
共
生
の
生
活
設
計
」
に
関
す
る
、

筆
者
な
り
の
理
解
と
思
い
を
も
と
に
論
じ
る
。
具
体
的

に
は
、
①
現
在
、
多
く
の
生
活
者
に
と
っ
て
、
生
活
設
計

を
行
う
、
あ
る
い
は
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
②
自
立
の
要

素
を
加
味
し
た
生
活
設
計
が
重
要
で
あ
る
。
③
共
生
の

要
素
を
加
味
し
た
生
活
設
計
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
拙
稿
の
定
立
と
し
て
論
証
し
て
い
く
こ
と
を
試
み
る
。 

　
最
も
論
証
が
困
難
、
あ
る
い
は
意
見
が
分
か
れ
る
の

が
、
共
生
の
生
活
設
計
の
必
要
性
だ
ろ
う
。
こ
れ
に

関
し
て
、
緻
密
な
哲
学
的
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
は

筆
者
の
手
に
余
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
人
に
理

解
し
て
い
た
だ
け
、
賛
否
を
判
断
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
平
易
で
基
礎
的
な
議
論
に
努

め
た
い
。 
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